
























田文江は、『大阪労演 30 年のあゆみ』（1979 年）
で以下のように述べている。
















































人を中心に、1946 年 4 月、「民主主義日本にふ
さわしい演劇の創造と普及」を目的に設立された
「進歩的全演劇人の集団」であり、日本民主主義







として、1946 年 8 月、大阪を中心とする新劇人
らによって関西新演劇人協会が設立され、これが













































































































































号～ 22号＝ 1949 年 3月～ 1951 年 1月まで）。
また 1949 年 11 月 24 日には、関西勤労者音楽
協議会（略称「労音」）が創立されているが、こ
れは職場の「自立楽団」を組織した関西自立楽団








　1949 年 2 月の第 1回例会時、1000 名であっ
た「労演」の会員数は、3 月例会（文学座「挿
話」「姫岩」）で 1500 名、4月例会（民衆芸術劇
場「山脈」）で 2000 名、5 月例会（大阪自立劇
団合同「土工」）で 2500 名、6 月例会（前進座
「真夏の夜の夢」）で 3000 名と順調に拡大を続け
たが、7・8 月合同例会（文楽座公演）で 2000













































































































































　1949 年から 50 年にかけて停滞していた「労
演」の会員数は、52 年に入る頃から増加するよ
うになり、その傾向は 55 年頃まで続く。こうし





































演回数は 2～ 3 回程度であり、それは劇団の大
阪公演の一部を「労演」が買い切る形で行われて
いた。しかし会員数が増大した 1953 年の例会公
















1950 年代の「労演」会員に関しては、57 年 12
月時点で行われた会員実態調査の数字 26）と、




場合、20 歳台が 78.5％、30 歳台が 14％、10
歳台が 5％の順であり、女性の場合は 20 歳台が









































































業　種 サークル数 会員数 サークル数 会員数
銀行、保険、証券、商社、百貨店 197 4,254 30.2% − −
官公庁、公企業及び外廓団体 51 951 6.8% 92 1,310 9.3%
諸工業 129 2,050 14.6% 197 2,405 17.1%
印刷、出版、新聞 − − 20 313 2.2%
私鉄、運輸 − − 16 132 0.9%
学校 134 1,396 9.9% − −
病院 − − 39 612 4.3%
文化サークル 64 654 4.6% − −
合　計 575 9,305 66.1% 364 4,772 33.9%
総　計 サークル総数 936 会員総数 14,077
＊大阪労演常任幹事会「われらの道」（『テアトロ』1956 年 11 月）表Ⅱより作成。
9注
1）大阪労演の年史は『大阪労演 30 年のあゆみ』
（1979 年）、『大阪労演の 40年』（1989 年）、『大




















劇創造』第 1号（1947 年 8月）。『演劇創造』は
プランゲ文庫収録のものを参照した。
8）「自立劇団関西地方協議会の結成」、『演劇創造』




第 24 号（1951 年 3 月）および大岡欽治「創立



































12 月現在─」、『大阪労演』第 107 号（1958 年
3月）。
27）大阪労演常任幹事会「われらの道」、『テアトロ』
（1956 年 11 月）。
28）「大阪労演と呼称　代表者会議報告」、『大阪労
演』第 105 号（1958 年 1月）。
